
量子ビーム科学研究施設の活動 

 

量子ビーム科学研究施設（以下ビーム施設と略します）の 2016 年度の活動と研究成果をお

知らせします。 

 

ビーム施設の主要装置は、Ｌバンド電子ライナックと、ＳバンドＲＦ電子銃ライナック、

Ｓバンド 150MeV 電子ライナック、コバルト 60 ガンマ線照射装置です。Ｌバンドは、ナノ秒

とサブピコ秒領域でのパルスラジオリシス法による化学反応と物質・材料科学の研究や、自

由電子レーザーによる高輝度コヒーレントテラヘルツ波の発生と利用、ＲＦ電子銃はフェ

ムト秒領域の短時間パルス電子ビームの発生と利用、Ｓバンドは低速陽電子ビームの発生

と材料科学への応用研究、コバルト 60 は、物質や材料から生物試料に対するガンマ線の照

射実験に、それぞれ大阪大学ばかりではなく、海外を含む学外の多数の研究者による施設利

用や共同研究に利用されています。 

L バンドライナックについては、ここ数年来、マイクロ波源の安定化が図られてきました。

メインモジュレータのスイッチングをサイラトロンから半導体に変更し、また、冷却能力の

向上が行われました。また、3台のサブハーモニックバンチャー電源全ても、半導体化され

たことにより、より安定したパルスラジオリシスの実験や、自由電子レーザーによるテラヘ

ルツ波の安定発振が可能になりました。 

L バンドの利用では、第 2照射室ビームラインに、ナノ秒パルスラジオリシスを用いた時

間分解ラマン分光装の設置が完了し、その利用が進められています。この方法では、有機・

無機物質の酸化還元状態の振動構造を直接調べることができ、従来のパルスラジオリシス

に加え、より広範囲な研究が展開できる環境が整いました。また、FEL による高強度テラヘ

ルツ波の利用実験件数も着実に増加してきています。 

RF 電子銃ライナックは、コバルト棟極短パルス加速器実験室（旧ベータトロン室）への

移設が完了し、現在、1フェムト秒の電子パルスの発生が確認されています。現在、フェム

ト秒パルスラジオリスによる超高速現象の解明の研究に供されています。今後、アト秒電子

ビーム発生とその利用研究が進められる予定です。 

ビーム施設は、世界最大強度の電子ビームやテラヘルツ波および世界最短時間幅の電子

ビームの利用が可能であり、また、最近では利用施設が減少しているコバルト 60 ガンマ線

照射装置を有したユニークな研究施設です。今後とも、これらの特色を活用し、ビーム施設

の活発な利用と運営に関するご支援を皆様にお願いいたします。 
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